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-
第協
号
〈二
O
O九
年一
一
月〉

特
集
「
横
浜
市民
生
活白
書2
0
0
9」
を
読み
解く

1
様
キ
な
角
度
か
ら
見
た
市
民
生
活白
書

①
福
祉
社
会へ
の
入
り
口
|横
浜
市
民
生
活
白
書
2
0
0
9
を
読

ん
で

lil--Illi--
高
田-
夫

@
「
横
浜
市
民
生
活
白
書
2
0
0
9」
の
概
要

ー
不
安
の
時
代
に
生
き
る
8
つ
の
市
民
像

Il--
編
集
部

@
子
育
て
支
援
か
ら
見
る
市
民
生
活
の
課
題
と

今後
の
方
向
性

ーーIlli--ー
倉
岡
真
希

@市
民
像
と
地
域
住
に
着
目
し
た
施
策
展
開
の
重
要
性

ー
超
高
齢
社
会へ
の
対
応
の
視
点
か
ら
i

梅
津
厚
也

鈴
木
宏
昌

@変
化
の
時
代
の
雇
用
政
策

2
区
民
意
識
調
査
か
ら
見
る
区
の

多様
性

①意
識
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
区
民
の
特
性

ー
青
葉
区
の
事
例

Illi--

@意
識
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
区
民
の
特
性

ー
瀬
谷
区
の
事
例

Illi--

3
民
間
の
視
点
か
ら
見
た
市
民
生
活白
書

こ
れ
か
ら
の
ヨ
コ
ハ
マ
は
ど
こ
へ
行
く

ー
官
民
協
働
型
の
横
浜
分
析
の
提
言
i

4
人
口
動
態
か
ら
見
る
横
浜

①市
民
の
定
住
意
識
と
人
口
移
動

Il--

輝
集
部

@
〈
座
談
会〉
人
口
動
態
か
ら
今
後
の
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

hえ
る

平
井

佐
藤
千
香

嶋

大
木
節
裕・
鈴
木
和
宏・
中
川
久
美
子・
宮
本
正
彦・

梅
海
厚
也・
黒
田
浩・
黒
田
浩 、
吉
田
和
重

調査
研究レ
ポ
ー
ト

み
ん
な
で
取
り
組
む
m
万
本
植
樹
行
動

上m
民・
企
業・
行
政
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
緑
の
協
働
行
動

江
成
卓
史

「
横
浜会議」
から
の
報
告

地
域
協
働
に
よ
る
学
校
と
子
ど
も
の
地
域
参
画
促
進
を
目
指
し
た

サ
ス
テ
イ
ナ
プ
ル
圏
域
の
可
視
化
調
査

lil--
三
輪
律
江・
海
老
原
修・
稲
垣
景
子・
甲
中
稲
子・

佐
藤
祐
子

改章レ
ビュ
ー

区
役
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
2

1--
熊
坂
俊
博

〈
コ
ラ
ム〉
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
ム
リ
エ
に
な
ろ、7
l元

吉
由
紀
子

-
第筒
号
〈一一
O一
O
年三
月〉

特
集
『
協
働」
から
「地
域
運
営」
ヘ

-
少
子・
高
齢・
人
口
減
少
社
会
と
「
市
民
主
体
の
地
域
還
営」

|||
内
海
宏・
中
川
久
美
子

2
協
働
と
地
域
に
か
か
わ
る
各

局事業

①
露
合
的
な
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
運
営

ー
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
1

||
木
村
裕
裁

〈
コ
ラ
ム〉
「
身
近
一な
地
域・
元
気
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業」
と
地
域

ま
ち
づ
く
り

Il--Illi--
石

津啓介

@
地
域
福
祉
保
健
計
画
j

地
区
別
計
画
の
取
組
を
通
じ
て
若桑
す

る
「
市
民
主
体
の
地
域
運
営」
の
進
め
方
1

||
須
山
次
郎

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
と
商
-居街
振
興
と
の
相
互
関
係
に
つ

い
て

|||Illi--ー
村
上
佳
江

3
身
近
な
地
域・
元
気
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

市
民
活
力
推
進
局
協
働
推進
課
地
域
支
援
担
当

聡

4
「
地
域
運
営」
の
現
在

①
栄
区
の
地
域・
元
気
づ
く
り
の
取
組

ー
栄
区
湖
南
桂
台 、
栄
区
公
田
町
団
地
1

Il--
田
中
礼
子・
西
原
洋
子

@鶴
見
寺
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
取
組ーーlili--ー

安
部
力

@
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
i

住
民
主
体
の
地
域
運
営
に
か
ら
見
え
る
も

の

|||
川
辺
満・
大
平
裕
里
香

④
西
区
地
域
力
推
進
担
当
の
取
組
か
ら
見
る
地
域
運
営

Il--
勝
俣
英
樹・
大
木
桂
子

5
地
域
力
向
上
に
向
け
た
区
役
所
の
機
能
強
化

|||
小
野
哲
也・
菅
原
真-
郎

6
「
市
民
主
体
の
地
域
運
営」
の

今後

lil--
編
集
部

7
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
「
地
域
運

営」

Illi-----
名
和
田
是
彦

調査
研究レ
ポ
ート

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
成
果

A
グ
ル
ー
プ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
楽
し
く
進
め
る
こ
と
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決

寛

奥
回
裕
之・
高
橋

吉
原
晴
彦

B
グ
ル
ー
プ

2
0
2
5
年
を
展
望
し
た
「
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ」

の
形
成
施
策
|

「
共
感」
が
生
み
出
す
「
地
域
活
動
の
好
循
環

サ
イ
ク
ル」
を
推
進
力
に
|

lil--
池
耳障一
郎・
中
村
拓・
大
木
節
裕・
新
藤
信
孝・

深
川
敷
子・
稲
葉
幸保

「
横
浜会
議」
から
の
報
告

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
7
プ
に
基
づ
く
「
協
働
契
約」
の
あ
りふ刀

の
研
究

原
美
紀

賞-
回
中
靖・
中
川
理
夫

-
第叩剛
号
〈二
O一
O
年一
O月〉

特
集
新しい
社
会的セ
ー
フ
ティ
ネッ
トと
は

1
〈
座
談
会〉
今 、
求
め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
社
会
的、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
はlil--

広
井
良
典・
宮
本
み
ち
子・
浜
野
四
郎・
短
調
信
也

2
生
活
困
鍵
な
人
身
と
生
活
支
援
の
あ
り

宇干んげ
走
機
能
の
社

会
化
に
向
け
て

Il--Illi--
岡
田
朋
子

3
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

①
教
育
の
現
場
か
ら

||
|lili---斉

藤
宗
明

②
人
生
前
半
(
子
ど
も 、
若
者)
の
社
会
保
障
を
支
え
る
伴
走
的

支
援

1111111111こ
ど
も
青
少
年
局
に
関
わ
る
区

局・
関
係
団
体
によ
る
横
断
執
筆
チ
I
ム

③住
宅
と
ケ
ア
の
連
携
i

高
齢
者
を
中
心
と
し
て

Il--
鵜
津
聡
明・
梅
津
厚
也

4
大
都
市
郊外
の
人
口
変
動
と
家
族
の
「
解
体
ス
テ
ー
ジ」

ー
弱
い
専
門
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

Illi--ー
大
江
守
之

5
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

形
成
の
た
め
の
政
策
フ
レ
ー
ム

の
研

究|ま
と
め
I

lli--Il--
中
川
久
美
子

調査
研究レ.ホ
l
ト
1

C
グ
ル
ー
プ

グ
リ
ー
ン
コ
ン
ペ
ン
シ
冒
ン
都
市
の
確
立
|横
浜へ
の
交
流
人
口

増
と
市内
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
て
|

橋
本
健・
河
井一
広・
星
崎
雅
代・
島
田
健
治・

福
山一
男・
村
田
守
慶

D
グ
ル
ー
プ

住
民
主
体
の
基
礎
自
治
体
の
設
計
と
地
域
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

の
検
討
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小
野
崎
信
之・
甫
有
理・
五
十
嵐
誠一
・

井
関
敏
也・

花
内
洋・
高
嶋
賢一

調査
研究レ
ポ
ート
2

史
上
初
の
「
市
民
創
発
事業」
が
生
ん
だ
も
の

ー
開
国
博
Y
1
5
0
テ
1

マ
イ
ベ
ン
ト

「
ヒ
ル
サ
イ
ド
エ
リ
ア」

で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
1

福
前
明
日
香・
石
提唱
清
香・
御
調
知
伸・
沼
田
真一

{
協

と

が

也

『
調
査
季
報
は
事
業
紹
介
で
は
な
い
。』

|
こ
の
一

年
間、

調
査
季
報
編

集
の
仕
事
を
し
な
が
ら、

何
度
も
聞
い
た
言
葉
で
す。

今
号
の
発
行
に
あ

た
っ
て
も、

こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え、

色
々
な
方
に
執
筆

を
お
願
い
し、

原
稿
を
い
た
だ
き
な
が
ら、

葛
藤
す
る
日
々
で
し
た。

「
特
に
本
市
職
員
の
執
筆
者
に
は、

単
に、

自
分
の
担
当
し
た
業
務
を

紹
介
す
る
の
で
は
な
く、

自
分
の
感
じ
た
こ
と、

苦
労
し
た
こ
と
を
〈
自

分
の
言
葉〉

で
語
っ
て
欲
し
い
。

直
接、

現
場
で
そ
の
業
務
に
携
わ
り、

酸
い
も
甘
い
も
知
り
尽
く
し
て
い
る
い
ち
ば
ん
の
『
当
事
者』

は
執
筆
者

自
身
な
の
だ
か
ら。

そ
こ
に
調
査
季
報
を
発
行
し
続
け
て
い
る
意
義
が
あ

る。」
:・
な
ん
て
こ
と
な
の
か
な、

と
い
う
の
が、

こ
の
言
葉
へ
の
今
の

と
こ
ろ
の
自
分
な
り
の
解
釈
で
す。

今
号
に
お
い
て
も、

執
筆
者
の
〈
自
分
の
言
葉〉

が
読
者
の
脅
さ
ま
に

届
く
こ
と
が
あ
れ
ば、

編
集
の
立
場
か
ら
関
わ
っ
た
者
と
し
て
幸
い
至
極

な
こ
と
で
あ
り
ま
す。

発
行
を
続
け
る
意
義、

と
い
え
ば、

種
々
雑
多
な
障
害
に
遭
い
な
が
ら

も、

ど
う
や
ら、

こ
の
「
調
査
季
報」

は
お
年
度
も
な
ん
と
か
発
行
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
で
す。

心
配
し
て
い
た
だ
い
た
各
方
面
の
諸
氏
に
編
集
部

一

同
感
謝
し
て
お
り
ま
す。
(
唐
津)




